
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

ほかにも夏から秋にかけて、東京芸術大学スケッチ合宿、生

涯学習フェスティバル、良寛さんの心書道展など、たくさんの

イベントが予定されています。今年度も町民の皆さんが「気軽

に立ち寄れる公民館づくり」を目指して、頑張ってまいります‼ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラワーアレンジメント教室 

第 1 回 6 月 2 日（土）10：00～11：30 

会 場：中央公民館視聴覚室 参加費：1500 円 

 

平成 30年 5月 10日発行 
編集：出雲崎町公⺠館 

℡� ������������ 
出雲崎町⺠体育館 
℡� ������������ 

平成 29 年度には、中央公民館は延べ 10,908 人、海岸公民館は延べ 3,074 人と大勢の皆さまからそれぞれ

ご利用いただきました。大変ありがとうございました。平成 30 年度も多くの皆様にご利用いただけますよ

う、公民館職員一同、励んで参ります。さて、今月号では、近く開かれる文化芸術鑑賞会と、近日に開催され

る各種文化教室の募集についてご案内いたします。皆様ぜひお誘いあわせの上、ご参加ください。 

○ さわスポ教室 1 日（火）・15 日（火）  ○ ノーメディア・デー 10 日（木）・20 日（水）・30 日（火） 

中央公民館

と「きらり」

に職員が芝

桜を植えま

した。 

コーヒーセミナー 

日 時： 5 月 26 日（土）13：00～14：00 

会 場：中央公民館講堂 参加費：1,080 円(税 

 込) 

申込み：教育委員会社会教育係（電話 78－2250、

FAX 78－4559）へ 5/１８（金）までにお申

し込みください。 

スターバックス・コーヒーマスターに、おいし

いコーヒーのいれ方を学ぶ入門教室です。先着 10

名様まで。お菓子とお土産付きです！ 

料理教室 

第 1 回 6 月 16 日（土）10：00～12：00 

会 場：中央公民館調理室 参加費：800 円程度 

文化芸術鑑賞会  

日 時：5 月 23 日（水）13：30～ 

会 場：町民体育館 参加費：無料 

申込み：不要（お問い合わせは公民館まで） 

今年は劇団「魚沼産☆夢ひかり」によるミュージ

カル『ピーターパン』です。小学生から大学生ま

での劇団員たちによる、ネバーランドへの大冒

険！ 

出雲崎総合大学〈出雲崎の和算文化と算額〉 

日 時： 5 月３１日（木）１３：３０ ～ 15  00 

会 場：中央公民館講堂 

上の 3 つの教室の詳しい内容は折込みのチラシを

ご覧ください。 

●パソコン教室（秋）●おうちパン教室（夏） 

などその他教室は夏以降にご案内いたします。 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館 町立図書館（海岸公民館） 

昨年度も右表のとおり多くの皆さまから図書館

をご利用いただきました。今年度も皆さまから愛さ

れる図書館を目指していきます。 

 

良寛記念館では、4 月 15 日（日）午前 11 時より、第 2 回『良寛の実像展～良

寛様の生涯をたどる～』のギャラリートークを開催しました。町内外から 31 名

の方々がご参加され、富山や岡山と遠方からのご参加もありました。 

トークでは、良寛さんが作品に込めた思いや、出家の動機、清貧に生きた良寛

さんが国上山から下りた理由についてなどの話がありました。参加者からは「凄

い人と思っていた良寛だが、作品の中から良寛が同じ悩める人であったことを

知ることができ、勉強になった」と感想をいただきました。 

第 2 回『良寛の実像展』は、6 月 30 日（土）まで開催しております。町民の

皆様は、良寛記念館の町民用チラシの町民無料券をご活用ください。作品へのご

質問がありましたら是非、お気軽にお尋ねください。 

図書館名 延べ利用者数 貸出冊数 

町立図書館（海岸公民館） 1,428 人 2,363 冊 

中央公民館 568 人 1,244 冊 

 

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

新米医師の諏訪野良太が出会う個性に満ちた患者たちと、

その心の謎。毎月５日に退院できるよう自殺未遂をする女

性、初期がんの手術を拒む老人、循環器内科に入院してきた

わがままな女優……。心震える連作医療ミステリー！ 

祈りのカルテ … 知念実希人 著 

日本の中高生の多くは中学教科書を正しく理解できない

———調査が示した驚くべき実態。来たる AI（人工知能）社会

に彼らは適応できるのか？ 日本の未来はどうなるのか？ 

気鋭の数学者による教育への提言。 

桑原ひまりはネットカフェと住み込み介護を行き来する

出張看護師。ある日、恋人が彼女に借金を負わせて逃げてし

まった！ 介護現場の理不尽、人間の俗悪を描き出す冷徹な

筆致。第 12 回小説現代長編新人賞奨励賞受賞策。 

竜神が棲む湖は、今日も一面霧が立つ。創業百年の老舗ホ

テルの雇われ支配人・新町とフロントの美女あっちゃん、雑

用係スカ爺。自分もなく他人もなく、生も死もなく、ただ笑

いだけがそこにあった。天変地異を呼ぶ笑劇恋愛小説。 

新宿ナイチンゲール … 小原周子 著 

湖畔の愛･･･ 町田康 著 

AI vs 教科書が読めない子どもたち … 新井紀子 著 

良寛遺墨➤ 
『南無阿弥陀仏』 

良寛記念館収

蔵の良寛遺墨『南

無阿弥陀仏』は数

ある六字名号の

中でも特に秀作

と言われている。

曹洞宗であった

良寛がいかにお

念仏を称えるよ

うになったかは、

多くの説がある。 

4 月 8 日、雨がやみ青空に恵まれた中、来賓

の方々をお招きし、多世代交流館きらりと多目

的運動場の竣工記念式典がとり行われました。 

きらりは入館自由、多目的運動場は町民体育

館へお申込みの上でお気軽にご利用ください。

お問い合わせはそれぞれこども未来室（☎86－

5580）、また町民体育館（☎78－4700）まで。 多世代交流館きらり       多目的運動場 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

䦍
小
学
四
年
生 

は
じ
め
て
の
俳
句
䦍 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

佐
渡
金
銀
山
の
「世
界
遺
産
登
録
」に
向
け
て 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

先
月
下
旬
、
新
潟
市
で
佐
渡
金
銀
山
を
世
界
遺
産
に
推

進
す
る

「県
民
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
出
雲
崎
町
は
江
戸

時
代
に
佐
渡
の
金
銀
荷
揚
げ
地
で
あ
っ
た
の
で
、
町
民
の

中
に
も
世
界
遺
産
登
録
に
関
心
を
持
つ
人
も
多
い
。
当
日

は
、
町
か
ら
13
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
。 

 

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、 

①

「国
世
界
文
化
遺
産
部 

会
」
で
の
推
薦
候
補
選
定 

を
受
け
る 

②
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
へ
推 

薦
書
を
提
出
す
る 

③

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産 

委
員
会
」
で
登
録
の
可
否 

が
決
定
さ
れ
る
。 

今
月
、
登
録
の
勧
告
を
受
け
た
「長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
も
こ
の
手
順
を
経
て
の
も
の

だ
。
こ
の
手
順
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
国
内
で
は
推

薦
取
り
下
げ
の
候
補
地
も
あ
る
ほ
ど
で
、
実
現
す
る
の
は

簡
単
で
は
な
い
。 

 

今
年
度
、
国
の
推
薦
を
目
指
す
の
は
、
『金
を
中
心
と
す

る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
』
（新
潟
県
、
佐
渡
市
。
４
回
目
の

挑
戦
）
と
『北
海
道
・北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
』

（北
海
道
、
青
森
県
他
。
６
回
目
の
挑
戦
）
の
２
つ
で
あ
る
。 

佐
渡
金
銀
山
の
推
薦
書
は
、
佐
渡
金
銀
山
の
価
値
を
端

的
に
示
す
３
つ
の
鉱
山

（西
三
川
砂
金
山
・
鶴
子
銀
山
・
相

川
金
銀
山
）
に
修
正
さ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
今
ま

で
、
長
い
年
月
を
か
け
推
薦
さ
れ
る
よ
う
努
力
工
夫
を
重

ね
て
挑
ん
で
き
た
。
本
年
は
是
非
、
佐
渡
金
銀
山
の
魅
力
と

価
値
が
十
分
理
解
さ
れ
る
と
い
い
。
参
考
ま
で
に
、
出
雲
崎

町
は
当
登
録
推
進
会
議
の

「参
与
」
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
遺
産
登
録
さ
れ
る
と
、
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
と

よ
く
言
わ
れ
る
。
私
た
ち
は
、
普
段
、
「地
域
活
性
化
」
の

言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
状
態
を
指
す

の
か
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
あ
ま
り 

深
く
考
え
な
い
で
使

っ
て
い
る
場
合
が
結
構
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

今
回
の
県
民
会
議
の
記
念
講
演
講
師
・藻
谷
（も
た
に
）

浩
介
氏

（日
本
総
合
研
究
所
）
は
、
登
録
後
の

「地
域
活

性
化
」
を
５
段
階
に
分
け
、
自
ら
の
見
解
を
述
べ
た
。 

 

初
段
階
は

「知
名
度
up

・
話
題
性
up
」 

 

第
二
段
階

「客
数
増
加
」 

 

第
三
段
階

「売
上
増
加
」 

 

第
四

段
階

「所
得
増
加
」 

 

そ
し
て
、
最
終
段
階
は

「地
域

内
経
済
循
環
拡
大
」
で
あ
る
。 

氏
は
最
終
段
階
ま
で
来
な
い
と
意
味
が
な
い
‼
と
指

摘
。
特
に

「地
元
で
消
費
す
る
も
の
は
極
力
地
元
産
に
す

る
。
そ
れ
は

『
地
消
地
産
』
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。 

 

 

今

一
つ
興
味
を
持

っ
た
の
は

「人
の
流
れ
込
む
観
光

地

・
出
て
行
く
観
光
地
」
（
2013 

～
2016
）

の
現
状
で
あ
る
。 

『
人
の
流
れ
込
む
観
光
地
』 

…
１
位
ニ
セ
コ
町

（北
海
道
。 

ス
キ
ー
場
な
ど
） 

２
位
竹 

富
町

（沖
縄
県
） 

３
位
軽 

井
沢
町

（長
野
県
） 

人
が

『
出
て
い
く
観
光
地
』 

…
１
位
鳥
羽
市

（三
重
県
。 

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
し
て
も
…
講
師
談
） 

２
位
箱
根
町

（神
奈
川
県
。
箱
根
駅
伝
が
あ
っ
た
と
し
て

も
） 

３
位
み
な
か
み
町
（群
馬
県
。
温
泉
街
で
あ
っ
て
も
） 

 

有
数
な
観
光
地
で
も
、
人
口
流
出
が
止
め
ら
れ
な
い
難

し
い
現
状
が
数
字
で
示
さ
れ
、
よ
く
分
か
っ
た
。
当
町
を

含
め
、
多
く
の
自
治
体
で
は
少
し
で
も
人
口
減
少
を
食
い

止
め
よ
う
と
、
関
係
者
は
策
を
練

っ
て
い
る
の
が
実
状
で

あ
る
。 

 

 

今
、
当
町
も
芭
蕉
の

「奥
の
細
道
」
を
テ
ー
マ
に
関
係

自
治
体

・
団
体
と
共
に

「日
本
遺
産
登
録
」
を
期
待
し
て

い
る
が
、
登
録
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
藻
谷
氏
の
話
は

示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

挿
木
せ
し
椿
に
堅
き
蕾
持

つ 

川 

西 
 

遠
藤 

比
呂
女 

苗
札
や
畑
に
余
地
な
き
皮
算
用 

川 

西 
 

仲
野 

隆
之 

ぶ
ら
ん
こ
は
戻
る
背
中
は
母
が
押
す 

 

尼 

瀬 
 

相
澤 

竹
澤 

ご
ろ
ご
ろ
と
返
す
田
ん
ぼ
の
乾
き
か
な 

大 

門 
 

栗
本 

君 

こ
い
の
ぼ
り
大
き
な
空
を
な
が
め
て
る 

阿
部 

琴
巴 

こ
い
の
ぼ
り
か
ぞ
く
で
と
ぶ
ぞ
大
空
に 

 
 

 

寺
尾 

ま
ど
か 

ふ
き
の
と
う
か
く
れ
て
い
な
い
で
で
て
お
い
で 

 
 

 

南
波 

琴
音 

こ
い
の
ぼ
り
家
族
旅
行
た
の
し
い
ね 

 

長
谷
川 

麻
子 

ゆ
れ
て
い
る
か
ぜ
で
そ
よ
そ
よ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

 

大
谷 

息
吹 

こ
い
の
ぼ
り
か
ぞ
く
で
お
よ
ぐ
空
の
中 

 

磯
辺 

結
愛 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：5/21～11/5 までの毎週月曜日（全 20 回） 

祝日と 8/13 は休み 

時 間：午後 7 時 00 分～午後 8 時 30 分まで 

会 場：多目的運動場(雨天時は体育館) 

内 容：一 般 教 室  高校生以上 

    ジュニア教室  小学生、中学生 

    ※いずれも硬式テニスです。 

    ラケット、シューズなどはご持参願いま

す。テニスラケットの貸し出しはできま

すが、数に限りがありますので、お貸し

できない場合があります。   

定 員：各教室先着 10 名 

対 象：町内在住の方  

 講 師：長岡市テニス協会員 

 申込み：5 月 17 日(木)までに体育館事務室に直接

お電話でお申し込みください。 

公民館では新しく生まれ変わった多目的運動場

を利用して町民皆様がテニスに触れ合い、運動する

機会を提供します。 

日 時：5 月 27 日（日）午前 9 時から開会式 

    ※雨天中止 

会 場：町民野球場 

条 件：1 チーム 10 名 ※以下の条件を満たすこと 

    ※女性、小学生、50 歳以上の男性 3 名 

申込み：5 月 21 日（月）までに町民体育館へ体育

館事務室に直接お申し込みください。 

その他：グローブをお持ちの方は持参ください。 

    実施要項は町民体育館にあります。 

 4 月 1 日から多目的運動場が生まれ変わってオープンしました。 

砂入り人工芝コートで、テニスコート 2 面、フットサルコート 1 面、サ

ブコート 1 面で、ナイターも完備しております。使用料は下表のとおり

です。（各 1 時間） 

テニスラケット、テニスボールは無料で貸出しておりますので、どう

ぞご活用ください。また、「テニス教室」の開催も下記の通り予定してい

ますので、ぜひご参加ください。 

開催日：5/23 から 10/10 までの毎週水曜日 

（全 20 回）※8/15 は休み 

時 間：午後 7 時 30 分から午後 9 時まで 

 会 場：町民体育館 2 階トレーニングルーム 

 内 容：トレーニングマシンを用いた運動と有酸

素運動を行います。後半の 5 回はエアロ

ビやシェイプアップ系の運動を行いま

す。 

 定 員：先着 20 名程度 

 対 象：町内在住の 16 歳以上、65 歳未満の方 

 講 師：山本 潤(フィットネスサークルユウキ所属) 

申込み：5 月 17 日（木）までに体育館事務室に直

接お電話でお申し込みください。 

テニス教室：5/21、28 トレーニング教室：5/23、30 ソフトボール大会：5/27 

 使用料 ナイター使用時別途加算 

テニスコート 1 面 300 円 500 円 

フットサルコート 600 円 1,000 円 

サブコート 100 円 200 円 

申込み・問い合わせは 

体育館事務室まで 

☎78-4700 


